
 

 

 

この度の講題「仏さまにあう」ことを親鸞聖人が書かれた和讃のお言葉を通して説いて下さいました。 

浄土真宗のお念仏は聞くお念仏であり、煩悩を抱えたままの「私」でも、お念仏が小さな声でも、お念仏申

したくても申せない体になっても仏さまは漏らすことなく聞き取って、そのままの「私」にはたらきかけ救って下さ

ることをお聞かせいただきました。 

１月の初法座以来の法座でした。法要

を開くまでに色々心配しまた。当日は、思

っていたより沢山の方にもお参りいただきま

した。そして、皆さんのご理解とご協力の

お陰で無事に勤めることが出来ました。有

り難うございました。 

この度の法要の内陣出勤は当院主と若院で勤めまし

た。 

写真にある左余間の御供えは、今年法事を勤められ

た方からと圓満寺御頭講より頂戴しました。御供えした

後如来様からの御下がりとしてお参りされた方にお持ち

帰りいただきました。 

 納骨堂でお勤めしました。 


